
ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

氏

ネ
パ
ー
ル
は
小
国
な
が
ら
人
種
構
成
は
複
雑
で
あ
り
、　
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、　
宗
教
も
ヒ
ン
ズ
ー
教

・
仏
教

・
ラ
マ
教

と
い
う
よ
う

に
、
多
様
化
の
現
象
を
呈
し
て
い
る
。
今
回
は
と
く
に
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
の
周
辺
に
多
く
住
む
ネ
ヮ
ー
ル
人

（Ｚ
①撼
”
じ

の
信
仰
形
態

に
つ
い
て
、
仏
塔
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

一

ネ
ヮ
ー
ル
人
は
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系

（↓
中び
Φ一由
●
『ヨ
”
こ

の
ネ
ヮ
ー
リ

（Ｚ
の
く
鶴
じ
を
話
す
民
族
で
、　
古
く
か
ら
そ
の
人
口

の
大
半
が
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
に
住
み
、
仏
教
文
化
を
維
持
し
て
き
た
。
ネ
ヮ
ー
ル
人
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
有
史
以
前
か
ら
の
定
住
説
と

か
北
方
系
の
移
住
民
で
あ
る
と
か
、
学
説
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
Ｔ
）、　
土
着
の
ネ
ヮ
ー
ル
人
は
、　
リ
ッ
チ
ャ
ビ

含
中０多
”
く
じ
王
朝
の
時

代
（五
世
紀
）
か
ら
、
支
配
者
よ
り
も
よ
り
高
度
の
文
化
を
持

っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る

，
）。

ネ
パ
ー
ル
の
歴
史
（王
朝
史
）
が
確
実
に
定
め
ら
れ
る
リ
ッ
チ
ャ
ビ
時
代
（四
〇
〇
―
七
五
〇
）
（３
か
ら
、
ネ
ヮ
ー
ル
人
に
よ
っ
て
大
乗
仏
教

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
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八
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ー
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信
仰
に
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い
て

（氏
家
昭
夫
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八
六

が
信
奉
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
七
―
八
世
紀
こ
ろ
か
ら
ネ
パ
ー
ル
に
仏
教
徒
（密
教
系
）
が
存

在
し
た
こ
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
書
？
）や

「
西
域
記
」
の
記
述
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
た
し
か
め
ら
れ
る
。

「
西
域
記
」
の
中
で
、
玄
美

は
ネ
パ
ー
ル
（尼
波
羅
国
）
で
は
、
二
千
余
人
の
僧
が
い
て
大
小
二
乗
を
合
せ
研
究
し
て
い
る
（兼
攻
綜
習
）
と
の
べ
、
仏
教
の
僧
院
（伽
藍
）

と
ヒ
ン
ズ
ー
教
寺
院
（天
祠
）
と
が
、
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
↑
）。

ネ
パ
ー
ル
の
仏
教
僧

・
ヴ
ァ
ジ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
（く
”
』ふ
Ｓ
ｔ
じ

が
、
写
経
等
の
活
動
を
展
開
す
る
の
は
、
中
世
の
マ
ル
ラ

（〓
”
【】じ

王
朝
（十
世
紀
）
以
後
で
あ
る
●
）。
「
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
仏
教
史
」
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
侵
略
に
よ

っ
て
、
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ラ
ー
寺

（く
，

寿
譴
日
詠
”５
）
の
阿
閣
梨
ラ
ト
ナ
ラ
ク
ツ
タ

（”
単
●
ミ
”
が
一Ｓ
）
や
そ
の
他
の
僧
た
ち
が
、
多
数
ネ
パ
ー
ル
や
カ
シ
ミ
ー
ル
ヘ
逃
亡
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
７
）。
地
理
上
の
関
係
か
ら
み
で
も
、
ネ
パ
ー
ル
（
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
）
と
ビ

ハ
ー
ル
州
と
は
接
近
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
者
の
間
で
は
仏
教
徒
の
交
流
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
こ
と
↑
）、　
し
た
が

っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
の
侵
略
以
後
、　
多
く
の
仏
教
僧
が
経
典
と
と

も
に
ネ
パ
ー
ル
ヘ
逃
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
十
世
紀
以
降
、　
ネ
パ
ー
ル
↑
）に
金
剛
乗

系
の
大
乗
仏
教
が
栄
え
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（１
）
　
∪
ｏ
「
”
”
〓
”
０
●
【
”
〆
”Ｐ

”
ｏ
ｏ
ｏ
お
ｏ
「
Ｚ
ｏ●
”
一
バ
”
けゴ
ヨ
”
●
０
●
ドΦＯが
「
・
トド

（２
）
　
∪
・
”
・
”
ｏ”
日
〓
＞
●
２
０
う
け
Ｚ
ｏ
も
Ｌ
¨
０

，
お
〓
諄
”
卜Φｏｐ
ｏ
・
Ｎ９

（３
）
　
Ｊ
ご
こ
りｏ
す
ヨ
〓
一
Ｚ
ｏ
も
Ｌ
¨
や

トド
　
ｒ
・
”
ｏ
一ｏ
ｏ
Ｆ

〓
ｏ
Ｏ
ご
く
Ｌ

ロ
グ
けｏ
くヽ
ｏ
喘
Ｚ
ｏ
も
２
）
”
ｏ
日

，
Ｈｏ
い
Ｐ

Ｏ
・
Ｆ

（４
）

チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
史
上
、
七
世
紀
の
初
頭
に
在
位
し
た
ソ
ン
ツ
エ
ン
ガ
ム
ポ
王
に
、
シ
ナ
と
ネ
パ
ー
ル
よ
り
二
人
の
王
妃
が
降
嫁
し
、
各
王
妃

が
チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
を
導
入
し
た
と
伝
え
る
話
は
有
名
で
あ
る
。
プ
ト
ン
の
仏
教
史
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
ネ
パ
ー
ル
の
王
女

（″
耳
】
げ
一〓
こ

は

阿
閤

・
弥
勒

・
多
羅
の
各
尊
像
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
６
い
国
”∽［８
ヽ
Ｒ

ｕ
“
ａ

〓
゛
日

０
】
”
年
りけｏ
Ｐ

●
・
０
ヽ
Ｏ
Ｆ
ヽ
日
〓
Ｒ

目
・
や

あ
じ

「
ワ



シ
エ
」
に
よ
る
と
、
チ
ソ
ン
デ
ツ
エ
ン
王

（在
位
七
五
四
―
九
七
）
の
時
代
に
ネ
パ
ー
ル
に
住
む
寂
護

ａ
“
詳
ミ
”
オ
一
】”じ

が
三
度
チ
ベ
ッ
ト
に
招
聘

さ
れ
た
が
、
そ
の
時
使
者
は
寂
護
が
そ
こ
で
悪
呪
や
魔
法
を
使
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
た
と
い
う
。
Ｃ
う
ｏ
ｏ
耳
ｏ
ユ
´
５

，
〓
”８
計
計

げ
∽
”
ヨ
‐

く
３

お
”
”
，げ
Ｎａ
ヽ
０
営

″

＞
・
望
ｏぎ
¨
句
営
お

８
８
・
や

に
ヽ
８
」
」
れ
ら
の
記
述
に
よ
り
、
寂
護
の
時
代
に
密
教
系
の
大
乗
仏
教
が
ネ
パ
ー
ル
に

浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
る
。

（５
）

「大
唐
西
域
記
」
大
正
五
十

一
、
（Ｚ
９

８
鶏
）
九

一
〇
中
。
し
か
し
玄
美
は
ネ
パ
ー
ル
に
き
て
お
ら
ず
、
弗
粟
持
国

↑
『二
”じ

の
首
都
ま
で
き

て
そ
こ
で
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
記
述
し
た
と
い
わ
れ
る
。
∽
”
ヨ
●
２

ω
８
ｒ
ω
“
ａ
じ
降

”
８
８

，

ｏ
〔
事
ｏ
■
σ
”ｑ
う
Ｊ
「Ｒ
【，

日
●
・
曽
・

（６
）

ネ
パ
ー
ル
の
写
本
の
中
で
も
っ
と
も
古
い
年
代
の
も
の
は
、
不ヽ
パ
ー
ル
年

一
一
九
の
奥
書
を
も
つ
八
千
頌
般
若
経

（＞
ψ一樹
帥

，
樹
【寿
”
も
８
３
甲

ｏ
中
８
Ｂ
】”こ

で
あ
る
。
右
年
次
は
西
暦
九
九
八
年
（十

一
月
六
日
）
に
比
定
さ
れ
る
。
ｒ

り
０汁８
Ｆ

〓
０
」
】”
く
Ｌ

口
”り絆８
く
Ｒ

Ｚ
ｏ
も

，
ｒ
や

器
・

（７
）

＞
・
の
０
こ
ｏ
す
８
¨
↓
“
”
＞
Ｚ
”
↓
国
＞
∪

，
８
Ｎ
寺
本
婉
稚

「
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
印
度
仏
教
史
」
三
四
〇
ペ
ー
ジ
。
こ
の
ラ
ト
ナ
ラ
ク
シ
タ
に
三
二

六
年
頃
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
た
グ
ル
マ
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ン
が
会
い
、
師
の
礼
を
と
っ
て
い
る
。
口
０
鳴
”
も

，
く
Ｒ

∪
コ
ミ
ヨ
３
く
“
日
〓
・
げ
Ч
∪
卜
ρ

”
８
『∵

ｏ
〓
　ヽ
りヽ
ｏ
りｏ
ｏ
■
　
０
・　
ｏ
）
ぃ卜
・

（８
）

た
と
え
ば

「
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
仏
教
史
」
に
、　
ネ
パ
ー
ル
僧
ブ
ッ
グ
シ
ュ
リ
ー

（”
‘
０
０

，
泳

こヽ
が
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ラ
ー
寺
で
大
衆
部
の
上
座
を

つ
と
め
、
再
び
ネ
パ
ー
ル
に
行

っ
て
真
言
を
多
説
し
、
行
法
を
よ
く
修
し
た
と
あ
る
。
ン

∽
０
工
〓
ｑ
Ｌ
げ
Ｐ，

ｐ

Ｈ紀
・

（９
）

古
来
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
ネ
パ
ー
ル
と
は
、
た
ん
に
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
を
指
す
。
こ
の
習
慣
は
現
在
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。

二

仏
教
僧

・
ヴ
ァ
ジ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
は
、
イ
ン
ド
の
階
級
制
度
で
い
え
ば
、
い
わ
ば
バ
ラ
モ
ン
僧
の
階
級
に
相
当
す
る
。
ネ
ヮ
ー
ル
の

カ
ー
ス
ト
名
で
い
え
ば
、
グ
バ
ジ

ュ
（〇
●
ぴ
〓
”
』こ

と
バ
レ

（”
Ｒ
ｅ

の
出
自
を
も
つ
も
の
が
こ
れ
に
当
る
。　
僧
侶
と
な
る
た
め
に
は
、

七
才
以
上
の
年
令
に
な
れ
ば
誰
で
も
、　
出
家
誓
戒
Ｔ
）
「
８
１
”
く̈
”
く
轟
Ｓ
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。　
こ
れ
を
す
ま
せ
て
灌
頂

（く
，

こ
『討
翠
く
り
σ

，
】８
澪
じ

を
受
け
た
者
は
、
す
べ
て
ヴ
ァ
ジ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ

（く
”
ふ̈
８
曼
”
金
剛
阿
閣
梨
）
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
か

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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信
仰
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八
八

れ
ら
は
結
婚
し
て
家
族
と
共
に
自
分
の
家
に
住
み
、
必
要
に
応
じ
て
寺
院
や
聖
地
に
出
か
け
て
行

っ
て
祭
事
や
行
事
を
指
導
す
る
。
行
法

の
仕
方
は
、　
マ
ン
グ
ラ

（ヨ
”
●
一
”
【じ

を
描
き
、
本
尊
を
観
想
し
、
ヴ
ァ
ジ
ラ

？
”
一３

金
剛
）
や
ガ
ン
タ
Ｉ

Ｃ
ｒ
”
舞
回
鈴
）
を
鳴
ら
し

て
マ
ン
ト
ラ

（日
”
ュ
轟

真
言
）
を
唱
え
る
７
）。
大
祭
の
時
は
、
ホ
ー
マ

曾
Ｏ
Ｂ

，
護
摩
）
を
焚
い
て
祈
願
す
る
。　
こ
の
よ
う
な
専
門
僧

は
、
現
在
で
は
減
少
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
が
、
な
お
僧
侶
有
資
格
者
は
カ
ト
マ
ン
ズ
市
と
パ
タ
ン
市
だ
け
で
も
五
千
人
は
下
ら
な
い

と
い
わ
れ
る
↑
）。

（１
）

出
家
誓
戒
の
儀
式
は
剃
髪
式

↑
［
０
“
庁
営
”
・
じ
。
誓
戒

（く
Ｅ
Ｓ
，お
設
〉
還
（在
）家
式

３
，
日
ギ
営
”じ

が
行
わ
れ
る
。
規
則
で
は
こ
れ
ら
を

終
る
の
に
四
年
か
か
る
が
、
現
在
で
は
四
日
間
で
済
ま
せ
る
。
誓
戒
は
い
わ
ゆ
る
沙
弥

・
沙
弥
尼
の
十
戒
で
、
還
家
式
で
は
こ
れ
を
止
め
て
、
ウ
パ

ー
サ
カ
の
五
戒
だ
け
で
よ
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ネ
ワ
ー
ル
の
仏
教
僧
は
在
家
仏
教
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
出
家
誓
戒
に
関
し
て

応は
、　
日〓
一回
Ｆ　
】｛
ｏ
Ｏ
”
りｏ
●
ヽ
日〕∽∽”
く
り　
ｏ
●
　
け，
０　
一ｒ
”
●
”
●
”
い
ｏ∽̈
　
ｒ
”け０
『”
絆」
ｏヽ　

，
●
●
　
力
お
〓
”
】ｏ
●
　
ｏ
い
】名
ｏ
●
”
【
”
う
０
．日
一げ
０
す
　
ｏ
ｏ
・
Ｈ∞Φ
どヽ
いヽヽ
い
　̈
∽
・
ｒ
Ｏ、く
ｒ

ｒ
ｏ　
Ｚ
い
ｏ
”
【　
く
ｏ
｝
　
Ｈ”
　
ｏ
ｏ
・　
∞
〇
，て
∞
ト　
　
ワ
一“
多
●
”
府
”゙
　
∪
”
”一
　
出
一口
Ｏ
ｏ
】〓
″∽●
】
）ｏ
Ｚ
ｏ
つ
”
ｒ
一∞
〓
〓
ｏ
けｏ
】●
ｏ
ｈ
ａつ一げ
ｏ
”ｏ
】ｏ
”
Ч
く
ｏ
デ
Ｈ】｝
】名
ｏ
・
や
ｏ
ｏ
・
∞
卜
‐く
ω０

氏
家
昭
夫

「ネ
パ
ー
ル
の
仏
教
儀
礼
」
高
野
山
大
学
仏
教
学
科

。
国
史
学
科

「仏
教
学
会
報
」
第
四

・
五
号
合
併
号

一
八
―
二
二
頁
等
を
参
照
。

（２
）

か
れ
ら
の
行
法
は
所
作
経
疏
に
属
す
る

パ

いヽく
¨
‐８

・日
『

，
，
Ｐ
因
『”ヽ
“
‐８
日
８
８
ヽ
Ｐ

”
Ｑ
〓
営
日
“
鷺
”
０
】ｏ
”
（山
田
竜
城

「梵
語
仏
典
の
諸
文

献
」

一
六
二
頁
参
照
）
な
ど
に
も
と
ず
く
。
こ
の
う
ち

“
０
一庁
Ｒ
日
”
「
”
鮎
】ｏ
”
に
つ
い
て
は
プ
サ
ン
教
授
の
研
究
が
あ
る
。
ｒ
”
く
”
】お

り
ｏ
房
●す

”
●
０
」
〓
り̈ｏ
】
）
日
ざ
●
ヽ
ｏり　
ｏ
一　
一マ
【”
”ヽ
』”
●
Ｘ
　
ｏ
●
・　
Ｈ一
一
２
一
いＮ

（３
）

ネ
ワ
ー
ル
人
の
総
人
口
は
約
四
十
万
人
で
そ
の
う
ち
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
に
住
む
。
０
”
）

”
・
ω
″り”Ｐ

３
】，

つ
。
、
・

こ

の
う
ち
正
確
な
数
は
分
ら
な
い
が
、
約
三
分
の

一
の
ネ
ヮ
ー
ル
人
が
仏
教
徒
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
る
。
た
だ
し
僧
や
寺
院
の
数
は
カ
ト
マ
ン
ズ
よ

り
も
旧
市
パ
タ
ン
の
方
が
多
い
。
シ
ル
プ
ン
レ
ヴ
ィ
ー

・
松
井
知
時
訳

「尼
波
羅
国
の
仏
教
」
仏
教
研
究
第
四
巻
第
二
号
二
六
頁
参
照
。

仏
教
徒
の
信
仰

の
対
象
は
ま
ち
ま
ち
で
、
釈
迦
仏
や
金
剛
界

の
五
仏

の
他
、
観
自
在
。文
殊
。多
羅
菩
薩
な
ど
が
よ
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

信
仰
形
態
と
し
て
と
く
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
仏
塔
信
仰
で
あ
る
と
い
え
る
。
街
中
や
寺
院
の
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
二
２
三

メ
ー



ト
ル
の
小
塔
か
ら
、
カ
ト
マ
ン
ズ
市
の
東
の
郊
外
に
あ
る
高
さ
数
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
、
ボ
ド
ナ
ー
ト

つ
ｏ
Ｏ
口
”
剛
諄
）
の
ス
ト
ウ
ー
パ
に

至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
仏
塔
が
数
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
Ｔ
）。　
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、　
各
塔
の
中
央
部
の
四
方
に

金
剛
界
の
四
仏
を
ま
つ
る
寵
が
あ
り
、
そ
こ
に
阿
閥
（東
）
。
阿
弥
陀
（西
）
。
宝
生
（南
）
。
不
空
成
就
仏
（北
）
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る

，
）
（小
塔
に
は
四
仏
が
塔
自
身
に
彫
刻
さ
れ
る
）
。

ネ
パ
ー
ル
で
古
く
か
ら
文
献
や
碑
文
に
現
れ
る
塔
は
、　
カ
ト
マ
ン
ズ
市
西
部
の
岡
の
上
に
あ
る
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
チ
ャ
イ
ト
ヤ

（∽
く
？

く
”
ヨ
σ

，
日
‐ｏ
”
”ぞ
じ

で
あ
り
、
こ
れ
が
ネ
パ
ー
ル
に
住
む
各
仏
教
徒
の
も

っ
と
も
重
要
な
仏
塔
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
塔

の
規
模
は
ボ

ド
ナ
ー
ト
の
も
の
よ
り
や
や
小
さ
い
が
、　
基
壇
の
上
の
覆
鉢
の
部
分
に
四
仏
を

入
れ
る
寵
を
設
け
て
い
る
の
は
他
と
同
様
で
あ
る
↑
）。

異
な
る
点
は
、
こ
の
塔
が
通
称
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
ナ
ー
ト

つ
く
”
く
”
ヨ
び
ｒ
口
白
翠
こ

と
呼
ば
れ
、
本
初
仏

（＞
２
σ
●
０
一
Ｆ
じ

の
象
徴
で
あ
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
る
？
）。

こ
の
塔
の
起
源
に
つ
い
て
、
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
碑
文
で
は

一
三
七
二
年

（Ｚ
９

四
九
二
）
の
修
復
の
記
録
が
も

っ
と
も
古
い
も
の

で
あ
る
↑
）。
し
か
し
そ
れ
よ
り

一
世
紀
前
の

一
三
二
六
年
頃
に
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
た
グ
ル
マ
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ン
（∪

，
磁
日
あ
く
図
ョ
”じ

が
ネ

パ
ー
ル
の
観
自
在
の
信
仰
と
共
に
こ
の
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
チ
ャ
イ
ト
ヤ

（̈
０

，
”
”
∽
，も
”
∽，
３
キ
●
こ

に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
↑
）。
し
か
も

か
れ
は
こ
の
塔
は
チ
ベ
ッ
ト
で
は
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
く
と
も
十
二
世
紀
の
後
半
に
は
建
立
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

（１
）

ネ
パ
ー
ル
で
仏
塔
は
、
チ
ャ
イ
ト
ヤ

（８
″”く
こ

と
呼
ば
れ
た
り
、
ス
ト
ウ
ー
パ

含
呂
ｏ
こ

と
さ
れ
た
り
一
定
し
な
い
。
碑
文
や
文
献
で
も
同

様
で
あ
る
。
山
間
部
の
ラ
マ
教
圏
で
は
塔
を
チ
ベ
ッ
ト
語
で
チ
ョ
ル
テ
ン
（日
０
す
０
ヽ
，【けｏ
こ

と
呼
称
す
る
。
例
外
的
な
も
の
と
し
て
、
パ
タ
ン
市
に

五
ケ
所
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
建
て
た
と
い
わ
れ
る
ア
シ
ョ
ー
カ
・
ス
ト
ウ
ー
パ
（＞
ｇ
庁
“
‘り呂
も
こ
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
い
わ
ゆ

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

る
伝
説
に
過
ぎ
な
い
。　
９

い
い
く
〓
【げ
】Ｐ

く
ｏ
ｒ
口

０
・
ｒ
　
最
近
で
は
小
乗
仏
教
徒
に
よ
る
パ
ゴ
ダ
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ド
ナ
ー
ド
の
塔
の
規

模
や
形
態
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
ヴ
ン
レ
ヴ
ィ
ー
前
掲
論
文
十
五
頁
の
略
図
参
照
。

（２
）

こ
の
四
仏
に
ビ
ル
シ
ヤ
ナ
仏

↑
”
”８
８
●
じ
を
加
え
る
と
金
剛
界
の
五
仏
と
な
る
が
、
通
常
こ
の
ビ
ル
シ
ヤ
ナ
仏
は
塔
内
部
の
神
格
と
み
て
表

面
に
は
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、
塔
自
身
が
本
初
仏
と
し
て
の
大
ビ
ル
シ
ヤ
ナ
如
来
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
中
に
は
塔
の
東

南
隅
に
こ
の
ビ
ル
シ
ヤ
ナ
仏
を
安
置
す
る
こ
と
が
あ
る
。
松
長
有
慶

「密
教
の
相
承
者
」
八
三
ペ
ー
ジ
。

（３
）

こ
の
塔
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
ヴ
ン
レ
ヴ
ィ
ー
前
掲
論
大
十

一
、
十
二
、
四
二
頁
参
照
。

（４
）

ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
・
チ
ヤ
イ
ト
ヤ
が
本
初
仏
の
塔
で
あ
る
こ
と
は
、
ホ
ジ
ソ
ン
以
来
内
外
の
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
指
適
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば

∪
・
国
。
国
＆
り
ｏ
Ｐ

ご
一，

つ
。
鳥
・

∽
・
ｒ
一
ユ
」
げ
】，

く
ｏ
ｒ
目

や

卜
・

”
・
”
〓
”
””円
ゴ
ミ
く
Ｐ

ご
】，

フ

ト
”
　
栂
尾
祥
雲

「理
趣
経
の
研
究
」

四
六

一
ペ
ー
ジ
以
下
な
ど
。

（５
）
　
∪
・
”
・
”
ｏ”
８
一
蜜
Ｆ
ヽ
ぉ
く
”
】
Ｚ
ｏ
ｏ
”
ｒ
”
”
二

Ｈ目
。
や

い
，

（６
）

〇
・
”
Ｏ
ｏ『お
Ｆ

”匡
，

０
・
ｐ

いら

ニ̈

断
片
的
な
資
料
の
記
述
と
は
別
に
、
こ
の
塔
の
由
来
や
信
仰
を
記
述
す
る
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
プ
ー
プ
ラ
ー
ナ

（∽
く
”
く
”
・ヨ
ぴ
ｒ
口
，ｏ
長
飼
●
”
以

下
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
と
略
称
す
る
）
と
呼
ば
れ
る
文
献
が
存
在
す
る
Ｔ
）。
　
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
聖
地
崇
拝
を
語
る

他
の
プ
ラ
ー
ナ
や
マ
ハ
ー
ト
ミ

ヤ

（Ｂ
”

，
翠
ヨ
く
じ

文
献
と
同
じ
く
、
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
チ
ャ
イ
ト
ヤ

（∽
く
”
く
”
ヨ
σ

，
日
‐の
”
”ぞ
Ｐ

以
下
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
略
称
す
る
）
を

礼
賛
す
る
作
品
で
あ
る
っ
）。　
各
時
代
を
通
じ
て
広
く
読
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
数
多
く
の
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。　
そ
れ
ら
を
大
別
す

る
と
略
本

含
”
∞

，
こ

と
広
本

？
『
口
”
ｃ

の
二
種
に
分
れ
る
↑
）。
両
者
と
も
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
広
本
に
な
る
ほ
ど
同

一
内
容
の

繰
り
返
し
が
多
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

物
語
は
伝
統
的
な
プ
ラ
ー
ナ
の
形
式
を
受
け
つ
い
で
、
三
組
六
者
の
会
話

０
”
一紹
Ｂ
く
飼
Ｑ
じ

で
展
開
さ
れ
て
い
く
。
ま
ず
第

一
章
の
物



語
は
、　
ガ
ヤ
ー

（〇
”
く
こ

に
お
け
る
ジ
ャ
シ
ュ
リ
ー

（旨
く
み
”
Ｊ

と
ジ
ナ
シ
ュ
リ
ー

（〕
〓
じ
【∪

二
菩
薩
と
の
会
話
か
ら
始
ま
る
↑
）。

ジ
ナ
シ
ュ
リ
ー
菩
薩
は
、
菩
提
戒

Ｇ
ｏ
Ｏ
〓
部
君
く
Ｒ
じ

を
行
ず
る
に
は
、　
最
初
に
い
か
な
る
誓
戒

？
お
Ｓ
）
を
行
え
ば
よ
い
か
を
質
問

す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
ジ
ャ
ヤ
シ
ュ
リ
ー
菩
薩
は
菩
提
戒
を
行
ず
る
に
は
、
ま
ず
上
師

↑
”
Ｑ
∞
日
こ

に
帰
依
し
親
近
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
教
え
を
受
け
て
儀
軌

？
″０
三
）
に
し
た
が

っ
て
専
心
に
聖
所

含
日『事
じ

で
沐
浴
し
、
身
体
を
清
め
て
三
宝
に
帰
依
す
る
。
菩

提
に
心
を
集
中
し

含
”
ｅ
σ
ｏ
Ｏ
〓
ュ
〓
団
多
く
”
じ
、
布
薩
戒

Ｃ
８
”
０

，
”
く
轟

じ̈

を
え
て
、
世
の
た
め
に
行
ず
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
人
は
菩
提
を
え
て
尊
敬
き
る
べ
き
如
来

含
ｃ
∞
単
じ

と
な
り
、
涅
槃
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
そ
の
よ
う
な
誓
戒
を
行
う
の
に
も

っ
と
も
適
し
た
地
は
ど
こ
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、　
そ
れ
は
す
べ
て
の
仏
国
土

（σ
●
０
０
口
？

Ｆ
潟
一『じ

の
う
ち
で
、
諸
仏
が
涅
槃
し
た
ま
え
る
チ
ャ
イ
ト
ヤ
の
中
に

３
Ｌ
鮎
ａ
ｒ
回
●
卸
●

●
中『
く
Ｓヽ
●
回
●

ｏ
”
】ぞ
８
こ
、
誓
戒
の
最
適
の
場

所
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
チ
ャ
イ
ト
ヤ

（∽
く
”
く
”
ヨ
σ
Ｆ
口
，８
中ご
じ

が
最
高
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
仏
の
住
処

盆
Ｆ
卸
【”
く
”
）
で
あ
る
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー

（の
く
”
く
”
日
ぴ
コ
ロ
‐８
】ぞ
”
の
こ
と
）
が
い
か
に
し
て
生
じ
た
の
か
。　
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
ジ

ャ
ヤ
シ
ュ
リ
ー
菩
薩
は
、
そ
の
昔
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ

（０
翠
”
【ぼ
二
轟
）
に
い
た
ア
シ
ョ
ー
カ
王

（＞
ａ
ｒ
じ

も
師
の
ウ
パ
グ
プ
タ

（Ｃ
マ

”
”
〓
稗
じ

に
同
様
の
質
問
を
し
た
、
と
の
べ
る
。
以
下
は
ウ
パ
グ
プ
タ
が
ア
シ
ョ
ー
カ
王
に
語

っ
た
内
容
で
あ
る
。

か
つ
て
釈
迦
牟
尼
仏

ａ
図
Ｆ
く

，
日
“
ュ
）
が
僧
伽
と
共
に
ネ
パ
ー
ル
に
き
て
、
聖
Ｓ

・
チ
ャ
イ
ト
ヤ
の
近
く
の
仏
処

↑
ｃ
ｍ
単
謬
８
ヨ
こ

に

住
ん
だ
。
そ
の
と
き
仏
は
弥
勒

（ヨ
”
【一【①
く
こ

に
仏
の
住
処
で
あ
る
法
界

Ｃ
，

Ｒ
ヨ
”
Ｑ

，
卸
ど
も
●
飼
】”
く
じ

が
生
起
し
た
物
語
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
語

っ
た
。

そ
の
昔
バ
ド
ゥ
ラ
カ
ル
パ

（σ
，

”
ａ
轟
澪
”
【０
”
賢
劫
時
）
に
昆
婆
戸
仏

（く
】７
く
〕じ

が
在
世
し
た
時
、
私
は
サ
ト
ャ
グ
ル
マ

（∽
”
ぞ
や

０
コ
ミ
日
こ

と
い
う
菩
薩
で
あ

っ
た
。
そ
の
と
き
ネ
パ
ー
ル
に
七
ク
ロ
ー
シ
ャ

（紹
稗
”
，町
旅
”
約
十
六

マ
イ
ル
四
方
）
の
広
さ
を
も
つ
湖

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

が
あ
り
、
四
方
山
に
囲
ま
れ
て
八
種
の
徳

↑
０
５

，
”
”
“
●
●
じ

を
具
え
て
い
た
。
そ
こ
で
沐
浴
等
を
行
い
、
三
宝
に
帰
依
し
、
菩
提
行
戒

ｅ
ｏ
Ｏ
〓
ｏ
Ｒ
く
剛
‐く
８
一じ

を
え
て
世
の
た
め
に
行
ず
る
者
は
、
た
ち
ま
ち
に
無
垢
の
自
体

貧
”８
”
【翠
８
”
じ

を
え
、
善
吉
祥
の
功
徳
を
具

え
る

（σ
口
”
や
ａ
亭
紹
０
∞
“
５
剛
●
ユ
Ｓ
）
菩
薩
と
な
る
。
そ
し
て
ま
さ
し
く
そ
こ
に
、
仏
の
住
処
で
あ
る
法
界

Ｑ
口
Ｒ
Ｂ
”
０

，
翠
こ

が
の
ち

に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
人
々
が
こ
れ
を
見
て
浄
信
を
も

っ
て
帰
依
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
功
徳
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
人
々

は
感
官
を
清
め

♂
〓
び
口
ｏ
●
ゃ
″く
じ

善
吉
祥
の
楽
を
え
る
、
云
々
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
以
上
で
第

一
章
を
終
る
●
）。

こ
の
よ
う
な
説
明
を
み
る
と
、
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
第

一
に
霊
場
信
仰
の
場
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
。
こ
れ
に
は
他
の
マ
ハ
ー
ト
ミ
ヤ

（日
”
ｒ
翠
曰
く
じ

文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
イ
ン
ド
教
の
聖
地
崇
拝
の
影
響
が
み
と
め
ら
れ
る
↑
）。

ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
プ
ラ
ー
ナ

つ
く
”
く
”
ヨ
げ
〓
口
も
ｃ
ヽ

・●じ

に
は
、
他
の
場
所
で
も
聖
地
崇
拝
に
関
す
る
記
述
が
よ
く
出
て
く
る
。
第
四
章

で
は
バ
グ

マ
テ
ィ
川

つ
回
∞
ヨ
洋
∪

で
の
沐
浴

・
誓
戒
の
功
徳
を
の
べ
、
そ
こ
で
顔
を
洗
う
だ
け
で
、　
ガ
ン
ジ
ス
河
に
お
け
る
沐
浴
と
同

じ
効
果
が
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
７
）。
第
五
章
で
は
、
弥
勒
菩
薩
が
世
尊
に
た
い
し
て
、
聖
地
で
沐
浴
す
る
等
の
功
徳

Ｃ
ｃ
●
く
”
，Ｏ
ｒ
”
】じ

は
何
か
と
尋
ね
て
い
る
。

そ
れ
に
た
い
し
て
世
尊
は
、　
聖
地
で
沐
浴
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
清
浄

（く
”の
ｃ
ａ
Ｏ

，
じ
、　
煩
悩
の
排
除

↑
７

一
Ｆ
【８
じ
、
感
官
の
制
御

？
”青
①
●
ゃ
いく
じ
、
三
種
の
菩
提

含
『〕く
”０

，
図
‐σ
０
０
す
じ
、
仏
覚
の
位

↑
”
Ｂ
び
ｃ
ａ
Ｑ
ｒ
”
・ｏ
”
０
こ

を
え
る
等
↑
）
と
答

え
て
い
る
。

第
二
に
Ｓ

チ
ヤ
イ
ト
ヤ
が

「諸
仏
の
涅
槃
せ
る
塔
」
ま
た
は

「法
界
」
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
塔
は
、
法
華
経
な
ど

に
説
か
れ
る

「仏
舎
利
」
す
）
の
塔
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ

「法
身
仏
舎
利
」
６
）
の
塔
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

Ｓ
チ
ヤ
イ
ト

ヤ
が
本
初
仏
の
象
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
貧
）。



（１
）

「娑
”
ヽ
”
ヨ
げ

，
中
ｏ
ξ
“
●
ど

の
成
立
に
つ
い
て
、
″

〓
】”８

は
こ
の
作
品
を
十
世
紀
の

〓
”
ご
席
コ‐
つ
）
に
帰
す
が
、
ど
の
写
本
に
も
著
者
を

〓
”
ユ
ａ
Ｌ
と
記
す
も
の
が
な
く
、
こ
の
説
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
０

，
″

〓
一″８
・
↓
●
ｏ
∽
”
３
耳
〓
ω
‘
Ｑ
Ｏ
〓
降
Ｅ
けｏ
８
ご
お
Ｒ
Ｚ
ｏ
Ｏ
Ｌ
や
ヽ
い

現
在
ま
で
に
Ｓ

・
プ
ラ
ー
ナ
の
十
五
世
紀
以
前
の
写
本
が
存
在
せ
ず
、
広
本

（く
〓
鮮
）
の
第
八
章
の
最
後
に
未
来
の
ネ
パ
ー
ル
の
状
態
に
ふ
れ
、
そ

こ
で

く
”
Ｊ
”
日

，
】ご

王
含
烏
∞
２
●
８
）
の
名
を
記
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
の
成
立
は
十
五
世
紀
と
さ
れ
て
い
る
。
０
い

，
ｒ
Ｔ
〓
げ
い０
・

く
ｏ
】・
Ｆ
や
一
８
・
し
か
し
広
本
の
右
の
記
述
は
明
ら
か
に
付
加
的
な
も
の
で
あ
り
、
略
本
に
は
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
か
ら
、
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
の
原
型
は

よ
り
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
０
い
″

”
ｏ
∞
日
〓
〓
ａ
】Ｑ
営

ｚ
ｏ
●
ｐ
ｒ
”
営
ｒ
”
や

い
８
・

（２
）

本
論
で
依
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
つ
ぎ
の
三
種
で
あ
る
。

Ａ

　

く
〓

群

∽
く
”
ヽ

，
日
げ
〓
甲

Ｏ
ξ

鉤
●
Ｐ

ｏ
ｒ

，
フ

∞

（校

訂

本

、

掲

数

約

五

千

げ
ヽ

口

・
∽
ツ

”
ユ

”
】σ
【いｏ
事

８

”

Ｆ

Ｏ
い８

い
田

）

Ｂ
　
∽
く
”
く
”
ヨ
げ

，
中
０
１
“
●
Ｐ

Ｏ
す
”
ｐ

８

（将
来
本
、
偶
数
約
二
千
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
古
文
書
図
書
館
蔵
本
＝
Ｚ
Ｚ
＞
本

Ｚ
９
ｏ
●
３
７
く
【田
ｐ
東
大

写
本
Ｚ
９

ヽ
Φ
Φ
と

一
致
す
る
。
ビ
ル
ロ
録

「く
〓
鉾
〓
ｏ
ぼ
詳
８
Ｂ
」
仏
教
部
三
、　
三
二
四
頁
参
照
）

Ｃ
　
∽
く
”
く

，
日
げ

，
中
０
●
ふ
●
Ｐ
ｏ

，
”
ｐ

馬

（Ｚ
Ｚ
＞
本
、
侶
数
約
四
千
、
目
録

Ｚ
９
卜
〓
０
９

二

ω
∞
”

こ
れ
は
、
９

ｒ
い
く
´
ｒ
ｏ
Ｚ
０
２

Ｆ
Ｏ
・
Ｎ
ｏ
∞

に
出
さ
れ
る

”
】げ
】］ｏ

，
８
月

Ｚ
誅
いｏ
●
”
ｒ
８
ｏ，

∽
”
３
８

お̈

∪
・
調

と

一
致
す
る
）

（
Ｂ

の
章

題

ｏ
”

∽
・
〓

詳

り
●
●
”
ヨ

一

↓
す
０

∽
”
●
り
Ｆ
ヽ
〓

〓

”
●
●
゛
ｏ
【
¨，

Ｐ

ｏ
・
一
卜
ｏ
し

ｏ
，

”
０
・

Ｈ
　

ぃ
ヽ
お
く

，
く
”
ヨ
げ
〓
『
０
す
”
【
日

”
０
す
¨
け

，
あ
”
ヨ

“
一
つ

，
一
″
】‐
●
一０
〓
『
●
”
Ｆ
”
け
〓
“

り
ヽ
”
”
ず

，
日

０
．
０
〓
く
“
く
”
ｒ
　

（
＞

Ｈ
）

ｏ
口
”
０
・　
目

　

ぃ
【
］∽
く
”
Ч

，
■
げ̈

，
「
０

，
〓
Ч
”
げ

，
”
一
一
¨
】”
″
ｏ
Ｏ
無
ｏ
ｏ
ｏ
　
つ
口
」
¨
も

，
”
【”
く

，
【
や
”
●
ｏ
　
●
帥
●
ッ
”

０
く
〓
］Ч
ｏ
．　
０

，
く
脚
く
”
０
　
（ヽ
Ｆ
目
）

ｏ
，

”
も
。　
日
口
　
　
ぃ
ら
］０
く
”
く

，
日
げ

，
口
け
０
”
０
一
中
φ

，
日

●
０
ヽ
０
一
”
二
づ

，
，

“
，

【
”
α
”
の
ｏ
一
”
●
”
，。
コ
”
『
日

，
０
〓
¨
一
“
，も
”
０
日
”
ｍ
【【
】
，も
『
”
”
】０
一
ゴ
中
０

，
●
ｏ
　
　
●
“
日

”
　
絆
¨
】”
「く
ｏ

．ら
〓
く
鰤
Ч
”
０

（＞
日
）

ｏ
〓
”
や

】「

　

ぃ
『
】
り
く
”
Ч
”
Ｂ

げ
，

ぃ
０

，
）
一
К
Ｐ

φ
”
日

“
”
０
”
け
”
】
オ
”
け
〓
“
　

く
】
”
”
【
“
”
“

，

一
】
諄

〓
”
”
“
０

，

Ｐ

も
ヽ
”
く

，
〓

，
日

帥
●
０
　

●
“
日

，
　

０
”
″
●
諄

す
０
　

¨
鮎
〓
ヽ
¨
ヽ
”
け

（＞
マ
）

ｏ
す
ｏ
や

く

　

ぃ
『
】∽
く
”
く
ヽ
日
げ

，
常

『
鮮

ぞ

”
う
ｏ
だ
Ｐ
一
］【
手

”
り

，
日

ヽ

す

ヨ

”
〓
翠

ヨ
く
”
く
”
ヽ
●
”
●
ｏ

●
中
Ｂ

”

り
，

コ
０
”
ヨ

ｏ

．
０
口
く
¨
く
”
０

（
＞

く

）

ｏ
す
●
ｐ

５́

　

ぃ
【
デ
く
”
Ч
”
ヨ
げ
〓
●
Ｑ
〓
”
【
日

”
０
す
山
一
“
，く
¨
¨
じ
く

，
『
帥
げ
〓
ａ

，
中
●
”
‐０
【
”
ａ
Ｏ
Ｌ
〓
”
‐０
【
”
く
”
〓
”
●
０

●
¨
日

”

０
”
一
”
す
ｏ

．
鮎
〓
く
鉤
Ч
”
０
　

（＞
く
じ

ｏ
〓
”
フ
昌
　
ぃ
デヽ
く
”ヽ
”
ヨ
げ
〓
口
０
コ
”
『ヨ
”
０

，
帥
”●
‐く
””
じ
く
”
ｏヽ
”
」
０
け］〓
【̈けＰ
づ
【”
く
”
二
”
う
０
●
中
ヨ
●
り，
０
””
ヨ
０
．ｃ
〓
Ч
“
く

，
０
　
（＞
昌
）

ｏ
，

”
ｏ
・　
ぞ日
　
∽
く
”
ヽ
”
Ｂ
げ
〓
口
ｏ
”
】”ヽ
¨
¨
『
”
く
ｏ
　
●
¨
”
”
り
“
ら

，
”
●
”
，０
●
く
ら
”一
”一府
”
”
”
う
ｏ
　
●
“
日
”
　
”
ψ
一”
Ｂ
ｏ
　
．
ヽ
〓
く
“
く
”
０
　
（ゝ
を
日
）

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

ｏ
〓
”
０
・　
Ｕ
（
　
∽
『富
ヨ
”
●
ヨ
”
〓
鰤
０
¨
『ヽ

，
‐ｏ̈
５
”】庁

，
『”
”
ｏ
●
”
り”
●
″り）０
０

，
７
●ｐ”
ず
¨
言
目
く
ｕ
●
●
げ
ゴ
帥
く

，
も
”ヽ
庁
”
”〓

，
●
”
，も
『”
く
一ヽけ一ｏ
　
●
“
●ｐｐ　
ｂ
”
く

，
●
】０
　
．
α

，
，

く
“
ヽ
０

（＞
自
）

ｏ
コ
”
ｏ

Ｘ

　

∽
〓

０
，

”
『
日

”
０
〓
帥
一
口
∽
く
ヽ
Ч

，
日

０
〓
口
け
０
”
諄
【
・ヽ

，
”
『
日

，
３

”
〓
帥
一
８

Ч
”
∽
‘
げ
コ
帥
∽
】絆
”
‘
ヽ
”
の

，
日

０
．
０
コ
Ч
帥
く
”
一
　

（
＞

≦
Ｃ

（４
）

第

一
章
で
は
最
初
に
ジ
ャ
ヤ
シ
ュ
リ
ー
と
ジ
ナ
シ
ュ
リ
ー
の
二
菩
薩
が
登
場
し
、
つ
ぎ
に
ウ
パ
グ
プ
タ
と
ア
シ
ョ
ー
カ
王
、
つ
づ
い
て
仏
陀
と

弥
勒
菩
薩
が
登
場
す
る
。
仏
陀
の
回
顧
は
過
去
仏
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
第

一
章
は
毘
婆
Ｆ
仏

↑
】ｏ
じ
く
ィ
）、
第
二
章
は
戸
棄
仏

つ
い〓

，
イ
）、
第

二
章
は
毘
舎
浮
仏

↑
″７
”
げ

，
こ
、
第
四
章
は
拘
留
孫
仏

貧
Ｓ
府
●
８

，
，
う
０
じ
、
第
六
章
は
拘
那
含
牟
尼
仏

貧
”
●
”
″
”
Ｂ
Ｌ
●
じ
、
第
七
章
は
迦
葉
仏

↑
勁
ぞ
”
も
じ

の
各
時
代
の
物
語
で
あ
る
。
０
”
９

ｒ
α
く
一
【げ
】Ｐ

”
０
・
ド
”

（５
）

Ａ
本

一
と
四
四
頁
。

（６
）

中
野
義
照

「叙
事
詩
と
プ
ラ
ー
ナ
」
二
三
四
頁
。

（７
）
（８
）

Ｂ
本
（東
大

Ｚ
ｐ

お
ｅ

さ
〓
８
げ
ｔ
・
８

７
Φ
２
８

７
”

（９
）

平
川
彰

「初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
」
五
六
九
頁
以
下
参
照
。

（１０
）

右
同
書
五
七
五
頁
。

（Ｈ
）

た
と
え
ば
Ｃ
本
第

一
章
に
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
塔
に
近
づ
い
て
五
仏

Ｃ
”
コ
８
げ
邑
０

，
じ
に
供
養
し
て
塔
像

↑
”
”ξ
”
げ
″日
げ
じ

を
見
た
と
あ
り
、

そ
の
塔
と
は
五
智
身
を
有
し

Ｃ
”
津
”
〓
¨
●
”
耳
）Ｓ
Ｓ
）、　
五
仏
が
住
す
る
ダ
ー
ト
ウ
で
あ
る

貧
〓
翠
●
・日

も
，
コ
８
げ
●
ａ
Ｆ
”
ヽ
〓
】０書
呻
●
”
Ｂ
）
と
さ
れ

る

貧
０
一
∞
ギ
∞
ｌ
ｅ
。
こ
の
場
合

「法
界
」
を
五
仏
ま
た
は
五
仏
を
統
括
す
る
本
初
仏
の
舎
利

貧
，

理
こ

と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

Ｓ
プ

ラ
ー
ナ
に
は
、

Ｓ

チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
指
し
て
、
「本
初
仏
」
で
あ
る

と
は
明
瞭

に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
ホ
ジ
ソ
ン
以
来
、
Ｓ

チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
本
初
仏
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
「
ス
ヴ

ァ
ヤ
ン
ブ
ー
」
が

「本
初
仏
」
で
あ
る
と
の
記
述
は
、
実
は
他

の
文
献
に
存
在
す
る
。

ま
ず

「
グ
ナ
カ
ー
ラ
ン
ダ
ヴ

ュ
ー

ハ
」
第
三
章

に
は
、
「世
界
創
造
」
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
Ｔ
）、

そ
こ
に
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ



ら
れ
て
い
る
７
）。

す
な
わ
ち
本
初
に
五
大
す
ら
な
き
と
き
、
大
空
に
光
烙
の
形

盆
く
ｏ

，
３
０
じ

を
し
た
汚
れ
な
き
本
初
仏

宙
０
〕‐ぴ
〓
０
０
す
じ

が
生
じ
た
。

三
徳
を
そ
な
え
、
大
身
を
も
ち
、
種

々
の
相
を
有
す
る
者
が
生
じ
た
。

か
の
自
生
の
大
仏

つ
く
”
く
”
ヨ
σ
コ
甲
８
”
口
卸
σ
“
０
０
す
こ

は
本
初
の
主
、
大
自
在
な
り
ｃ
…
世
界
と
の
結
合
と
名
づ
け
る
三
味
を
自
身
で

行
じ
た
。

つ
ぎ
に
文
殊
菩
薩
の
名
義
を
あ
げ
る

「
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
」
に
は
、

「
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
」
と
と
も
に

「本
初
仏
」
が
文
殊
菩
薩

の

一
名
讃
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
一
実
竪
固
な
る
金
剛
を
自
体
と
し
、
即
時
に
世
界
の
主
は
生
ず
。

虚
空
よ
り
生
じ
、
自
生
せ
る
者

↑
く
”
く
”
Ｂ
σ

，
日
じ
、
大
慧
智
の
火
（眼
）
を
有
す
↑
）。
」

「無
始
無
終
な
る
仏
は
、
比
類
な
き
本
初
仏

３
〇
一き
ｃ
ａ
ｎ

，
こ

な
り
。
智
慧
の

一
眼
は
無
垢
に
し
て
、
如
来
は
智
慧
身
を
有
す
？
ざ

右
の
二
文
献
の
記
述
を
も
と
に
し
て
考
え
る
と
、
「
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
」
即

「本
初
仏
」

で
あ
る
と
い
う

理
解
が
と
も
か
く
成
立
す
る

と
思
わ
れ
る
。
右
の
二
経
典
は
、
い
ず
れ
も
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
仏
教
徒
の
間
で
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
の
作

者
が
、
こ
れ
ら
の
経
典
を
念
頭
に
お
い
て
物
語
を
作
成
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
充
分
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
の
第
二
章
は
、　
弥
勒
菩
薩
が
世
尊
に
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
の
生
起
の
物
語

↑
く
く
”
８
σ

，
Ｐ
ｕ
洋
争
８
丼
洋
Ｆ
ｅ

を
請
う
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
の
描
写
が
あ
る
↑
）。

そ
の
と
き
（戸
棄
仏
の
時
代
）
か
の
福
徳
の
水
を
た
た
え
る
池
に
、

輝
や
く
金
剛
石
の
最
高
の
花
蕊

，
①
のミ
じ

で
で
き
た
宝
の
蓮
華
の

茎

（日
”
ｔ

”
図
【じ

に
…
千
葉
の
大
蓮
華
が
生
じ
た
。
そ
の
宝
の
蓮
華
の
花
の
中
央

↑
ミ
ｔ
〓
じ

に
、　
仏
の
住
処
で
あ
る
法
界
が
自
身

ネ
パ
ー
ル
の
仏
溶
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



ネ
．ハ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

で
生
じ
た
。　
エ
ー
カ
ハ
ス
タ
↑
〓
”
き
Ｄ
Ｓ
）
の
大
き
さ
で
輝
や
く
宝
で
で
き
て
お
り

Ｏ
ｃ
び
〓
鶴
”
〓
”
口
”
く
じ
、
‥
光
烙
の
形

ｃ
く
３
【中

口
０
じ

を
し
、
五
如
来
の
所
依
で
あ
り

０
”
コ
Ｓ
Ｓ
呂
卸
∞
障
器
８
く
”
）、
…
世
の
最
高
主

ｃ
”
∞
洋
マ
”
σ
コ
〓
じ

で
あ
り
、
無
始
無
終
で
老
い

ず

含
コ
瓢
０
″２
一
〓
”
●
ｏ
、
「
ヨ
”
じ
、
…
す
ぐ
れ
た
普
賢
の
姿
を
し

分
”
日
”
ュ
”
σ
〓
”
や
ミ
ロ
ｏ
ｏ
）
∞
８
じ
、
正
法
の
宝
を
有
す
。

右
の
う
ち
、
「光
焔
の
形
」
と
い
う
表
現
は
先
に
み
た

「グ
ナ
カ
ー
ラ
ン
ダ
ヴ
ュ
ー
ハ
」

の
本
初
仏
の
描
写
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。　
ま

た

「無
始
無
終
」
と
い
う
言
葉
は

「
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
」
で
や
は
り
本
初
仏
の
形
容
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

「五
如

来
の
所
依
」
と
類
似
す
る
言
葉
も

「
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
」
に
み
ら
れ
る
↑
）。　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、　
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
と
右
二
経
典
と

の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（１
）

ウ
イ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
「イ
ン
ド
文
献
史
」
に
グ
ナ
カ
ー
ラ
ン
ダ
ヴ
ュ
ー
ハ
の
本
初
仏
の
創
造
説
が
関
説
さ
れ
て
い
る
。
■
【ユ
Ｒ
●
】けド
Ｆ
α
”̈
●

［二
けｏ
『”
一●
『ｏ
　̈
の
０
●
・
【Ｈ日　
】∞
●
ヽ
０
コ
】り
絆　
ｒ
〓
ｏ
『”
”口
『０
や　
０
・　
∞
０
０
・

（２
）

韻
文
の

「
グ
ナ
カ
ー
ラ
ン
グ
ヴ
ュ
ー

ハ
」

（０
●
●
”
″
翠
”
ａ
”
‐く
く
口
す
こ

の
校
訂
本
は
出
て
い
な
い
が
、　
こ
の
部
分
は

ア
グ
ミ
の
　
〓
＆
一ｏ
く
２

Ｚ
σ
ｏ
”
】
句
”
【
け
Ｆ
Ｏ
・
い
Ｏ
Ｎ
う
ｏ
けｏ
∞
Ｎ
Ｏ

，一に
出
ワ
０
。

一”
０
ヽ
”
”〓
鉤
ヽ
”
●
　
コ
””
〓
“
い●
●
く
ｏ
　
つ
ｏ
い
ｏ
”
げ

，
口
”ｏ
．「
】
●
０
げ

，
”
く
ｏ
　
ヽ

一く
ｏ
↑】”口
０

，
‐０，
●ｐ●
０
０

，
口
絆”
　
帥
α
一げ
●
０
ヽ
〓
ｏ
　
●
■̈”
コ
」”
●
”
一
　
ヽ

一
『
】”
Ｃ
●
“
●

０
”
‘
日

”
〓
鰤
８

鰤
ュ
】
ｉ
く
お
く
“
吋
］
ｏ
”
ｒ

∽
”
日

〓
絆
絆
一
静
”
け
　

ヽ

り”　
φ
く

，
Ч
”
ヨ
げ
〓
鰤
ヽ
】ゴ
”
〓
”
げ
‘
ヽ
０

，
”　
“
０
一●
“
けす
ｏ
　
日

，
す
０
０く

，
【”
一
　
ヽ

】ｏ
だ
”
り”
・日
０”
ュ
』”
●

，
。日

●
帥
日

，

”゙
ヨ
帥
０

，
】
・８

＜
一ヽ
”
α
す
ｏ
りく
”
く
”
ヨ
　
ヽ

（
３

Ｘ

４

）

こ

の

二

偶

は

∽
”
絆
”
ｏ
中”

，
富
”

く
β

あ

ヽ
〓

，
ご

み

■

ｏ
帥
日

”
，３

●
”
■

ヽ
フ

８

ヽ
ふ

に

出

る

。

”
〓
”
●
”
】庁
”
‐∽
帥
『ｏ
　
く
”
一『̈
言
Ｂ
　̈
∽”
０
く
ｏ
と
“
″ｏ
　
」”
”
”
”‐●
”
”【一
　
ヽ

”
”
”
”
う
０
ヽ
げ

，
”
く

，
り
０く
”
ヽ
”
Ｂ
げ
〓
鰤
一
　
●
【一コ
帥
●
”
】ｏ
　
日

，
デ
“
●
　
ヽ
Φ
【　
ヽ



“
●
帥
０
中
●
】０
〓
”
●
ｏ
　
げ
Ｃ
０
０
〓

，　
中
０
中
げ
●
ヽ
α
〓
ｏ
　
●
『̈”
●
く
”
く
“
一
　
、

い
コ
帥
●
”
】
”
”
，ｏ
”
〓
ｏ
」
『
　
”
●
】
”
】ｏ
　
」
口
帥
●
”
二
Ｓ
●
【
〓
り

絆
ｐ
一
す
“
”
”
け
”
一
　
ヽ
　
Ｈ
Ｏ
Ｏ

ヽ

（５
）

Ｂ
本

いｏ｝
〓
”
―
響

（６
）

「
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
」
第
五
十
四
偶
（前
掲
書
三
三
頁
）
に

ぃ０
”
口
８
〓
翠
ヨ
”
だ
ｏ
、
等
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。　
お
そ
ら
く
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー

テ
ィ
の
こ
の
言
葉
に
も
と
づ
い
て
、
ホ
ジ
ソ
ン
が
本
初
仏
の
五
仏
創
造
説
を
立
て
（Ｂ
。
Ｈ
ホ
ジ
ソ
ン
前
掲
書
二
七
頁
）、
さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
つ
い

で
、
栂
尾
博
士
が
本
初
仏
が
普
賢
金
剛
薩
睡
に
は
か
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
普
賢
金
剛
の
性
海
か
ら
阿
閥
等
の
四
仏
お
よ
び
種
々
様
々
の
色
身
が
示

現
す
る
と
論
じ
た
。
栂
尾
祥
雲

「理
趣
経
の
研
究
」
四
八
〇
頁
以
下
。

五

Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
と
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ィ
ー
テ
ィ
と
の
関
係
と
並
行
し
て
今

一
つ
看
過
し
え
な
い
の
は
、
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
文
殊
師
利
菩
薩
と

の
関
係
で
あ
る
。

Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
に
は
文
殊
菩
薩
に
た
い
す
る
帰
依
信
仰
が
随
所
に
説
か
れ
て
い
る
。　
第
三
章
を
み
る
と
、　
北
方
の
シ
ナ

（Ｂ
”
〓
汗
日●
”
）（↓

に
住
む
文
殊
菩
薩
が
三
味
に
よ

っ
て
水
中
に
生
じ
た
Ｓ
法
界
を
知
り
、
近
づ
い
て
四
方
の
山
を
剣
で
切
り
開
い
て
湖
水

を
放
出
し
た
と
い
う
物
語
が
語
ら
れ
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
は
湖
水
が
引
い
た
あ
と
に
山
を
つ
く

っ
て
法
界
を
安
置
し
、
自
分
も
そ
の
近
く

に
僧
伽

↑
”
・ヨ
∞
口
じ

と
共
に
住
し
た
。
そ
れ
以
来
す
べ
て
の
神
々
や
人
間
が
文
殊
菩
薩
に
帰
依
親
近
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
第
六
章
に
は
、
Ｓ
法
界
が
文
殊
師
利
の
異
名
で
あ
る

「
ヴ
ァ
ー
ギ
ー
シ
ュ
バ
ラ

？
飼
∞
日？
賛
”
ご

と
名
づ
け
ら
れ
る
理
由
が
語

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
拘
那
含
牟
尼

（パ
”
５
”
層
”
Ｂ
●
●
じ
仏
の
時
代
に
、
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
ダ
ル
マ
シ
ュ
リ
ー

（∪
Ｆ
曽
日
じ
『Ｊ

と
い
う
僧
が
い
て
、
大
衆
に
ナ
ー

マ
サ
ン
ギ

ー
テ
ィ
を
説
く
こ
と
を
欲
し
た
。　
し
か
し
か
れ
は
、　
そ
の
中
の
十
二
文
字
っ
）
の
秘
密
の

意
味

貧
く
飼
０
み
倒
Ｊ
ミ
”
出
口

，
く
即
”す
じ

を
正
し
く
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、

幾
度
も
世
界
を
見
渡
す
観
想
を
し
て
、　
つ
い
に
文
殊
が
シ
ナ

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

（ヨ
”
〓
翠
Ｈコ
こ

の
山
中
に
い
る
こ
と
を
知
る
。

そ
れ
か
ら
彼
は
文
殊
を
求
め
て
旅
を

つ
づ
け
、

途
中
で
農
夫
の
姿
を
し
た
文
殊
菩
薩

に
出

会
う
（そ
の
場
所
は
第
二
章
か
ら
Ｓ
チ
ヤ
イ
ト
ヤ
の
近
く
で
あ
る
こ
と
が
分
る
）
。
グ

ル
マ
シ

ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
帰
依
を
受
け
た
文
殊
は
、
法
界

マ

ン
グ
ラ

８
コ
ミ
Ｂ
”
０
目
〓
‐ヨ
”
う
０
”
】じ

を
つ
く
り
、　
そ
こ
で
か
れ
に
灌
頂

（”
び

，
一りｏＦ

，
こ

を
授
け
る
。

そ
し
て
十
二
字
の
秘
密
義
を

教
え
る
。　
こ
う
し
て
文
殊
菩
薩
が
ダ
ル
マ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
に
灌
頂
を
与
え
て
以
来
、
Ｓ
法
界
（
チ
ャ
イ
ト
ヤ
）
が
ヴ
ァ
ー
ギ
ー
シ
ュ
バ

ラ

？
図
∞
】いく
Ｒ
こ

と
も
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
さ
れ
る
。

右
の
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
文
殊
菩
薩
と
の
結
び
つ
き
は
後
者
が
前
者
に
従
属
す
る
関
係
で
あ
る
が
、
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
に
は
、
文
殊

の
智
身
は
自
生

つ
く
”
く
”
日
ぴ

，
Ｃ

で
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
↑
）。
ま
た
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
の
成
就
法
の
中
に
は
、
「文
殊
師
利
智
慧

菩
薩
本
初
仏
と
名
づ
く
る
成
就
法
」
（盲
仰
●
財
洋
オ
Ｐ
ヨ
”
ユ
ａ
ｔ
飼
０
３
●
２
０

，
”
ら
剛
日
”
，６
０

，
“
●
じ
と
い
わ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
Ｔ
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
が
、
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
と
い
う
名
を
冠
す
る
が
ゆ
え
に
本
初
仏
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
初
仏
は
実

は
文
殊
師
利
菩
薩
で
あ
る
と
も
い
い
う
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
水
中
の
蓮
華
に
生
じ
た
と
さ
れ
る
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
が
経
典
や
寺

院
の
壁
に
描
写
さ
れ
る
場
合
に
は
、　
一
茎
三
枝
の
蓮
華
の
上
に
描
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「文
殊
師
利
根
本
儀
軌
」
に
あ
る
文
殊
を
中
尊

と
す
る
マ
ン
グ
ラ
が
、　
同
じ
よ
う
に

一
茎
三
枝
の
蓮
華
上
に
設
定
さ
れ
て
い
る
↑
）。　
こ
れ
も
た
ん
な
る
絵
画
上
の
表
現
で
は
あ
る
が
、

Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
文
殊
菩
薩
と
の
関
係
を
暗
示
す
る
↑
）。

以
上
の
如
く
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
は
、
「
ス
ヴ
ァ
ヤ
ン
ブ
ー
」

と
い
う
語
を
と
お
し
て
本
初
仏
の
象
徴
と
な
り
、　
さ
ら
に
は
文
殊
信
仰

へ
と

結
び
つ
く
。
し
か
し
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
に
よ
る
か
ざ
り
、
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
は
、
た
ん
に
仏
の
住
所
ま
た
は
法
界
と
し
て
の
塔
で
あ

っ
て
、
特
定

の
仏
格
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
い
。
文
殊
菩
薩
と
塔
と
の
関
係
も
、
塔
そ
の
も
の
が
直
接
文
殊
菩
薩
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
文
殊
菩
薩
は
塔
を
賛
美
し
顕
彰
す
る
賛
仰
者
的
な
存
在
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
に
お
け
る
Ｓ
法
界
に
た
い
す
る
崇
拝
と



そ
の
功
徳
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｓ
プ
ラ
ー
ナ
第
二
章
に
は
、
チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
供
養
し
て
生
ず
る
功
徳
が
種
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
が

（こ
、
そ
こ
に
は
塔
を
特
定
の
仏
格
と
し
て
崇
拝
供
養
す
る
と
い
う
情
景
は
見
ら
れ
な
い
。　
た
と
え
ば
あ
る
者
が
、
「高
い
天
蓋

（ｃ
８
Ｙ

ュ
Ｓ
●
じ

を
吊
し
て
心
か
ら
塔
を
崇
拝
す
れ
ば
」
、
「
そ
の
徳
に
よ

っ
て
す
ぐ
れ
た
子
孫

０
３
０
ａ
ｒ
”
く

，
・８
８
ど

を
え
る
。
ま
た

「如
来
の

住
処

↑
“
∞
洋
飼
く
ツ
じ

に
種
々
の
旗

（０
，

く
”
」”
ご

や
、

「
黄
金
の
宝
花
で
（飾
ら
れ
た
）
傘
蓋

↑
Ｆ
”
一轟
と

や
太
鼓
な
ど
の
楽
器
を
奏
し

て
歌
う
者
は
、
？
マ
ａ
Ｆ
”
】暑
飼
０
く
”
〓

∽
”
・ヨ
鳴
■
日
日
”
回̈
σ
〓
一
ビ
、
「
地
上
の
王
、　
天
上
の
イ
ン
ド
ラ
と
な
り
、　
死
後
仏
処
に
趣
く
」
。

あ
る
い
は

「正
法
を
成
就

分
”
０
●
コ
ミ
ヨ
”
，絡
０

，
”
●
じ

し
て
、　
如
来
の
住
処

（∽
“
∞
洋
剛
中”
く
じ

に
往
く
。

」

ま
た
菩
薩
が

「
マ
ン
ト
ラ

（日
”
ュ
８
）
や
陀
羅
尼

Ｃ
ｒ
翠
”
電
と

を
唱
え
て
法
界
も
思
念
す
れ
ば
、
「善
吉
祥
の
徳

０
，

”
彎
じ
『
日，８
０
∞
●
●
じ

を
え
て
、

菩
提
を
行

ず
る
者
と
な
る

（げ
ｒ
”
く
ｏ
く
騒

ぴ
ｏ
Ｏ
巨
ｏ
岬
一”
”
一
ご

等
々
。
こ
の
よ
う
な
記
述
を
見
る
と
、
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
は
在
家
の
人
々
や
菩
薩
に
と

っ
て
華
福
の
追
求
と
、
菩
提
を
え
る
た
め
の
崇
拝
の
対
象
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（１
）

と
こ
で
は
、
文
殊
が
住
し
て
い
る
山
（文
殊
山
）
は
、
古
来
バ
ン
チ
ャ
シ
ー
ル
シ
ャ
０

，
コ
ｏ
”
卦
Ｆ
）
と
し
て
有
名
で
あ
る
と
さ
れ
る
（Ａ
本
、　
一

四
七
頁
）。
レ
ヴ
ィ
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
パ
ン
チ
ャ
シ
ー
ル
シ
ャ
は
山
西
省
の
五
台
山
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
３
・
Ｆ
２
〓
】げ
¨，

や
８
０

興
味
深
い
こ
と
に
は
、
山
内
大
塔
院
寺
に
建
て
ら
れ
て
い
る
仏
舎
利
塔
の
規
模
や
形
態
が
、
よ
く
現
在
の
ス
ヴ
ャ
ン
ブ
ー
ナ
ー
ト
の
塔
と

類
似
し
て
い
る
。
望
月
仏
教
大
辞
典
２
、　
〓
一四
一
頁
、
同
付
図
四
六
六
参
照
。

（２
）

十
二
字
と
は

”
中
”
白
〓
い
ｏ
Ｌ

ｏ
”
●
”
・ョ

”
ザ
の
種
子
マ
ン
ト
ラ
の
こ
と
で
あ
る
。
蜜
波
羅
圭
之
介

「
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
に
お
け
る

伝
達
に
つ
い
て
」
日
本
仏
教
学
会
年
報
第
三
十
六
号

一
二
五
頁
。
∽

ｒ
いく
ｒ
ｒ
ｏ
Ｚ
い
Ｏ
Ｌ

Ｆ
Ｏ
・
田
ら

（
３

）
　

ヨ

”
コ
一
・
い
Ｌ
と

，
¨
●
Ｐ
り
”
諄
く
”
り
く
”

¨
口
帥
●
”
‐ヨ
ロ
諄
け
”
一

●
く
”
Ч
”
ヨ
げ
す
●
く
”
一

ヽ

Ｚ
¨
日

”
あ
”
”
∞
白
ｒ
ｒ

【げ
】０
・
や

、
・

（４
）

東
北

Ｚ
９

８
８
一　
酒
井
真
典

「本
初
仏

（́
ヽ
一げ
●
０
ら

，
じ

に
つ
い
て
」
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
四
七
九
頁
。

（５
）

「
叉
此
所
坐
自
蓮
従
池
水
生
。

於

一
茎
幹
有
三
枝
蓮
花
。

中
枝
蓮
華
坐
妙
吉
祥
。
両
辺
白
蓮
華
右
坐
普
賢
左
坐
観
自
在
。
其
蓮
華
茎
作
大
緑
宝

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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パ
ー
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（氏
家
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夫
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一
〇
〇

色
」
大
正
三
〇
、
Ｚ
９

〓
８

一
八
六
四
頁
上
。
り

０
”
●
”
ｏ
”
［】鵠
り
絆■

“
長
”
ヨ
”
ご
象
”】日
●
【”
庁

，
ぼ
Ｐ

”
ミ
”
Ｆ
や

ヽ
９

堀
内
寛
仁

「文
殊
儀
軌

経

の
梗
概
含
こ
」
密
教
文
化
第
八
号
四
九
頁
。
な
お
Ｓ
チ
ヤ
イ
ト
ヤ
に
関
す
る
チ
ベ
ツ
ト
側
の
資
料
に

↓
・
■
ヽ
】Ｆ

＞

↓
ｇ̈
Ｓ
●

”
ｏ
】【”
】ｏ
ｏ
５

０
ｏ
ｏ
”
『
”
ｏ
す
く

ｏ
「
Ｚ
ｏ
ｏ
”
【
（
∽
ｏ
Ｌ
ｏ

Ｏ
■
ｏ
●
”
”
【
”
ｏ
日

，

Ｘ
ｒ
目
）

の
　
＞
０
も
ｏ
●
Ｑ

ｘ̈

Ｕ

に

中
躍
丁
　
ヽ
”
”
【，】
●
【

日

０
す
０
０
け
■
ｏ
５
　
．ヽ

ヽ
ヽ
い
●
てヽ

ヽ
　
∽
゛
ヽ
ヽ
ふ

ミ
ヽ

ら
，
，

α
３

ｍ
●
３

¨
Ｎ
〓
“
●
ｉョ

”
Ｂ
り
ｉ庁

，

α
府
営

・
ｏ
〓
”
ｍ

）
が

あ

る

。
　

こ

れ

は

Ｓ

チ

ヤ

イ

ト

ヤ

の

因

縁

↑
”
ヽ
口
‘鼻

添

こ

と

周

辺

の

地

理

を

の

べ

る

小

文
献
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
塔
の
伝
説
を
裏
づ
け
る
経
典
と
し
て

「聖
牛
角
授
記
と
名
づ
け
る
大
乗
経
」
（東
北
三
七
番
）
と
右
の

「文
殊
師
利
根
本

．儀
軌
経
」
を
あ
げ
て
い
る
。

（６
）

こ
の
他
に
間
接
的
な
資
料
と
し
て
、
西
晋
最
道
真
沢
の

「仏
説
文
殊
師
利
般
涅
槃
経
」
（大
正
十
四
、
Ｚ
９

ふ
ｅ

が
あ
る
。
こ
の
経
の
冒
頭
に

文
殊
が
仏
滅
の
あ
と
四
五
〇
年
に
出
家

・
滅
度
し
て
涅
槃
に
入
り
、
舎
利
を
分
け
て
衆
生
を
饒
益
し
、
雪
山
に
至
っ
て
五
百
の
仙
人
に
十
二
部
経
を

説
い
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
９

ｒ
２
ｒ
一げ
】３

ｐ

∞含
。
平
川
彰

「大
乗
仏
教
の
興
起
と
文
殊
菩
薩
」
印
仏
研
十
八
の
二
、　
一
四
八
頁
参
照
。

（７
）

Ａ
本

一
二
二
頁
以
下
。

お
　
わ

　
り
　

に

Ｓ
プ

ラ
ー
ナ
第
七
章
に
は
、
Ｓ

チ
ャ
イ
ト
ヤ
が
現
在

の
形
を
と
る
に
い
た

っ
た
経
過
が

つ
ぎ

の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
昔
（迦
葉
仏
の
時
代
）、
ガ
ウ
ダ
（〇
”
〓
０
こ

の
国
王
プ
ラ
チ
ャ
ン
ダ
デ
ー
バ

含
Ｔ
Ｒ
ｏ
す
”
●
０
”
‐Ｏ
①
く
こ

は
王
位
を
捨
て
て
ネ
パ
ー
ル

に
き
て
出
家
し
、
シ
ャ
ー
ン
タ
シ
ュ
リ
ー
比
丘

あ
鉤
津
泳
『日‐σ
ず
【Ｊ
こ

と
呼
ば
れ
た
。
あ
る
時
比
丘
は
Ｓ
法
界
を
見
て
、
こ
の
ま
ま
で
は

宝
塔
が
破
壊
さ
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
隠
い
覆
し
て
人
々
の
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
る
。
か
れ
は
そ
の
こ

と
を
師
の
グ
ナ
ー
カ
ラ
（〇
“
”
“
澪
鶴
じ

に
話
す
と
、
も
し
Ｓ
チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
覆
い
隠
し
た
い
な
ら
ば
、
独
覚

。
声
聞
乗
を
止
め
て
、
大
乗

に
し
た
が

っ
て
金
剛
灌
頂

？
”
』３
げ
〓
論
富
じ

を
受
け
、
金
剛
（阿
閣
梨
）
の
戒
を
行
じ
な
さ
い
、
と
教
え
る
。
そ
こ
で
シ
ャ
ー
ン
タ
シ
ュ

リ
ー
は
師
の
言
葉
に
し
た
が
っ
て
、
「大
乗
に
か
な
う
金
剛
阿
閣
梨
の
誓
戒
（ヨ
”
〓
鉤
く
鉤
●
①
く
”
」島
０
聟
く
”
・く
Ｓ
Ｓ
と

を
え
た
。
そ
し
て
シ
ャ



―
ン
タ
シ
ュ
リ
ー
金
剛
阿
閣
梨
と
な

っ
て
、
光
烙
の
形

盆
く
ｏ
手
笛
も
じ

を
し
た
チ
ャ
イ
ト
ヤ
を
岩
石

ａ
【【こ

で
お
お
い
、
そ
の
上
に
ブ

リ
ッ
ク

（ＨＯ一昇
じ

で
高
い
チ
ャ
イ
ト
ャ
を
儀
軌
に
し
た
が

っ
て
建
て
、
供
養
し
た
云
々
。

こ
の
物
語
で
推
察
し
う
る
こ
と
は
、
現
在
の
大
塔
は
、
も
と
光
り
輝
や
く
小
チ
ャ
イ
ト
ャ
を
保
護
す
る
た
め
に
、
外
来
の
仏
教
徒
に
よ

っ
て
後
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

も
と
の
宝
塔
が
密
教
の
儀
軌
に
し
た
が
っ
て
覆
い
か
く
さ
れ
て
大
塔
が
つ
く
ら
れ
た
と
す
る
伝
説
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
仏
教
が
、
当
初
か

ら
密
教
的
な
も
の
を
の
み
容
認
す
る
社
会
的
要
請
ま
た
は
風
潮
が
あ

っ
て
生
じ
た
も
の
か
ど
う
か
、
今
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
ネ
パ
ー

ル
仏
教
の
発
生
や
展
開
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
教
と
の
関
係
な
ど
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
考
察
を
ふ
か
め

て
い
き
た
い
。

ネ
パ
ー
ル
の
仏
塔
信
仰
に
つ
い
て

（氏
家
昭
夫
）

一
〇

一
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